
 入札参加者　様

(工事番号） 令和７年度　第１号
(工事名称） （仮称）第二大津合同庁舎新築工事

滋賀県土木交通部建築課
行政施設係

ＴＥＬ　０７７－５２８－４２５２

ＦＡＸ　０７７－５２８－４９１１

先日質疑いただきました事項について下記のとおり回答します。

質疑事項

質　　疑　　回　　答　　書　（　そ の １　）

回答番号 図面番号等

令和７年（2025年）6月26日

１
A-028,048～051

S-24

B1階下 消火水槽及び汚水貯留槽 ﾋﾟｯﾄ天端高さについて、参考
数量書はA-028記載 B1FL-2100(設計GL-4500)の数量と近くなり
ますが、A-048～051及びS-24はB1FL-1800(設計GL-4200)です。
消火水槽及び汚水貯留槽のﾋﾟｯﾄ天端高さはB1FL-2100とB1FL-
1800のどちらが正でしょうか。

B1階下 消火水槽及び汚水貯留槽 ﾋﾟｯﾄ天端高さは、B1FL-1800(設計GL-
4200)を正とします。

２
A-018～

020,097,147

5,6階 給茶室及び湯沸室 仕上表 備考に「吊戸棚」とあります
が、他階はありません。
　ｱ) 5,6階は他階同様に吊戸棚無しと考えてよろしいでしょう
か。(A-147 詳細図に吊戸棚はありません。)
　ｲ) ｱ)が正でなく吊戸棚ありの場合、1～4階は仕上表通り吊
戸棚不要と考えてよろしいでしょうか。

ｱ) 給茶室及び湯沸室の吊り戸棚は全て無しとします。
ｲ) －

３
A-009,014～020
参考数量書p41

収納式多目的ｼｰﾄについて、特記仕様書と内部仕上表は6か所で
すが、参考数量書は1か所です。数量は6か所が正とし、数量書
は修正と考えてよろしいでしょうか。

参考数量書を正とし、１階バリアフリーWC1に設置します。

４
A-009,014～020
参考数量書p42

ｸﾘｰﾝﾄﾞﾗｲについて、参考数量書は7か所ですが、内部仕上表 備
考欄はﾊﾞﾘｱﾌﾘｰWCと各階男女WCすべてに記載されています。ﾊﾞﾘ
ｱﾌﾘｰWC 7か所＋各階男女WC 12か所で計19か所を正とし、数量
書は修正と考えてよろしいでしょうか。

ｸﾘｰﾝﾄﾞﾗｲは参考数量書の7か所を正とし、各階バリアフリーＷＣに設置
します。
なお、1階男女ＷＣには別途機械設備工事にて各1か所設置します。



質疑事項 回答番号 図面番号等

６
A-009,072

参考数量書p41

WC用ﾌｯｸについて、特記仕様書 20.ﾕﾆｯﾄ及びその他工事 32.ﾌｯｸ
に85箇所とありますが、下記より総数63か所(7+56)が正と思わ
れます。特記仕様書の数量は63か所と読み替えてよろしいで
しょうか。
　・1～6階 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰWC：7か所
　・1～2階 男女WC：20か所(10×2ﾌﾛｱ)
　・3～6階 男女WC：36か所(9×4ﾌﾛｱ)

貴見のとおり。

７ A-112,117,134

R階屋根 ﾊﾄ小屋 SD建具について、
　ｱ) ﾊﾄ小屋1は、建具案内図･建具ﾘｽﾄ･参考数量書よりSD-
34(W1025×H700×1か所)ですが、A-134 外部雑詳細図は「W600
×H600 (2か所)」です。SD-34×1か所を正と考えてよろしいで
しょうか。
　ｲ) ﾊﾄ小屋2は、建具案内図･建具ﾘｽﾄ･参考数量書よりSD-
33(W850×H700×1か所)ですが、A-134 外部雑詳細図は「W850
×H600 (1か所)」です。SD-33×1か所を正と考えてよろしいで
しょうか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 貴見のとおり。

５
A-008,036

参考数量書p27

参考数量書「ｶﾗｰｱﾙﾐ製ﾀﾗｯﾌﾟ」について、塔屋外部のﾀﾗｯﾌﾟと思
われますが、特記仕様書や平面図はｽﾃﾝﾚｽ製で仕様の食い違い
があります。図面を正とし、ｽﾃﾝﾚｽ製と考えてよろしいでしょ
うか。

参考数量書を正とし、「ｶﾗｰｱﾙﾐ製ﾀﾗｯﾌﾟ」とします。

１０ A-020,046,133

免震層 天井ｽﾗﾌﾞの断熱材について、A-133 外部雑詳細図-4 左
下:1階ﾃﾗｽ廻り詳細図に「木毛ｾﾒﾝﾄ板t25打込」とあります。そ
の他図面は全て発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞです。発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞを正
と考えてよろしいでしょうか。

貴見のとおり。

８
A-013,037,051,133

参考数量書p26

屋根2(PH階屋根) ｱﾙﾐ笠木2について、外部仕上表･立面図･矩計
図･参考数量書はW300ですが、外部雑詳細図 ﾍﾟﾝﾄﾊｳｽ廻り詳細
図のみW325です。参考数量書はW300のみで笠木1,2が1項目で計
上されているようですが、笠木2はW325を正と考えてよろしい
でしょうか。それとも笠木2もW300でしょうか。ご指示くださ
い。

笠木は1、2共 W300とします。

９ A-014,043,143

図面A-143 内部雑詳細図-5 ﾛﾋﾞｰ天井のA部 詳細に「PLt1.6
OP」とありますが、範囲が不明です。また、その他図面や参考
数量書に該当するものがありません。無しと考えてよろしいで
しょうか。必要な場合は範囲をご指示ください。

「PLt1.6 OP」は「ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板ｔ12張り」とします。



質疑事項 回答番号 図面番号等

１１
A-008,013,014～

020,150
参考数量書p39

特記仕様書 19.内装工事 11.せっこうﾎﾞｰﾄﾞその他ﾎﾞｰﾄﾞ及び合
板張りのﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板に「ｼｰﾙﾚｽ工法」とありますが、参考
数量書の該当項目には「目地ｼｰﾙ」とあります。ｼｰﾙﾚｽ工法では
なく目地ｼｰﾙが必要と考えてよろしいでしょうか。

貴見のとおり。

１４
A-006,054,144,150

参考数量書p28

床目地棒(床見切り)について、
　ｱ) 参考数量書は「床目地棒 ｽﾃﾝﾚｽ製 4×12 11.6m」とあり
ますが、A-054 共用通路間「床見切り (計測1.9m)」とA-
144,150よりﾛﾋﾞｰ(ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ)のﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ/ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ張間の「床
目地棒 (計測9.7m)」と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正の場合、A-006 特記仕様書 14.金属工事 12.床見
切り に「SUS304 FB-6*15 HL ｱﾝｶｰ付」とありますので、共用
通路間のｻｲｽﾞは4×12ではなく6×12と思われます。どちらのｻｲ
ｽﾞを正とすればよろしいでしょうか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 見切りFB－4×12を正とします。

１５ A-054,071,111,117

1階ﾍﾞﾋﾞｰﾙｰﾑと授乳室との間の壁について詳細の記載がありま
せん。建具ﾘｽﾄのLSD-3には含まれていないようです。
　① LSD-3に含む
　② ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ
　③ 2階脱衣室と同じく隔てﾊﾟﾈﾙ
　④ LGS壁
上記①～④のいずれかでしょうか。詳細もあわせてご指示くだ
さい。

④LGS壁とし、仕様はＷ3とします。仕上げは、
　授乳室:不燃ｸﾛｽ張り仕上げ
　ベビールーム：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3張り
　各室同仕上げとします。

１２
A-008,013,014～

020,150
参考数量書p39

特記仕様書 19.内装工事 11.せっこうﾎﾞｰﾄﾞその他ﾎﾞｰﾄﾞ及び合
板張りの多機能珪酸ｶﾙｼｳﾑ板に「ﾈﾑﾘ目地張」とありますが、参
考数量書の該当項目には「目地ｼｰﾙ」とあります。どちらを正
とすればよろしいでしょうか。

「目地シール」とします。

１３
A-008,014,030
参考数量書p40

点字ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 500角の数量について、使用場所は1階ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄｾ
ﾝﾀｰのみと思われ、該当場所は62枚程度と考えられます。参考
数量書は167枚ですが、62枚と考えてよろしいでしょうか。

点字ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの数量は167枚を正とし、余剰分は納品とします。なお、
A-008図　特記仕様書7　⑳ユニット及びその他工事　⑤視覚障害者床用
タイルのパスポートセンターの仕様については、タイルカーペットに点
字鋲を取り付けるものとし、寸法は300角とします。



質疑事項 回答番号 図面番号等

１８
A-046,113,120～

122

建具ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ 裏面断熱材について、数量書は現場発泡硬質
ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt25(吹付)、矩計図はt25張(貼付)、建具詳細図はRW吹
付と仕様が相違します。参考数量書を正とし、現場発泡硬質ｳﾚ
ﾀﾝﾌｫｰﾑt25(吹付)と考えてよろしいでしょうか。

建具チャンバーボックス裏面断熱材は、A-122図左側一般部縦断面図に
記載のとおり、外部からＦＤまでをＲＷ吹付、ＦＤより内部側を断熱材
（現場発泡）とします。

１９ A-113,120
建具詳細図-1(1階ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ防火設備)に「耐火ﾎﾞｰﾄﾞ t35」とあ
りますが、範囲が不明です。耐火ﾎﾞｰﾄﾞの必要範囲をご指示く
ださい。

A-113 建具リストAW-7 最下部FL+500～900ｱﾙﾐPLｔ2.0張り背面の範囲と
します。

１６
A-009,014,054～
055,066～067

内部仕上表 1階 共用廊下 備考に「姿見鏡」とありますが、平
面詳細図・展開図に図示はなく、参考数量書に項目もありませ
ん。
　ｱ) 姿見鏡は不要と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正でなく必要な場合、設置箇所及び仕様が不明で
す。ご指示ください。

ｱ) 姿見鏡は無しとします。

１７
A-048～049,113
S-027,034～040

1階 立上り壁の高さについて、意匠 矩計図と構造 1階伏図
(ｲ)矢視図(計測) はH370ですが、意匠 建具ﾘｽﾄ AW-1,2,3,7と
構造 軸組図(計測)はH500と相違します。
　ｱ) 1階立上り壁はH370を正と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正の場合、AW-1,2,3,7のH寸法が変更になると考えら
れます。H寸法を改めてご指示ください。

ｱ) 1階立ち上がり壁H＝370を正とします。
ｲ) AW-1,2,3,7について最下部ALﾊﾟﾈﾙ部H=400をH=530に読み替えること
とします。

２０
A-006,013,037,046

～052,054～
055,066,069

外部軒天や、風除室1,2内部壁(本実型枠)のｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修部
分に撥水材等は不要でよろしいでしょうか。参考数量書や図面
には記載がありませんが、必要でしたら範囲をご指示くださ
い。

撥水材は無しとします。

２１
A-113～115,120～

122
ｱﾙﾐ建具について、額縁の材質が、建具ﾘｽﾄはｱﾙﾐですが建具詳
細図はｽﾁｰﾙです。どちらを正と考えればよろしいでしょうか。

建具詳細図のｽﾁｰﾙを正とし、焼き付け塗装とします。

２２
A-066,116

参考数量書p30

AD-1について、参考数量書はH2675ですが、建具表はH2900で
す。建具表 H2900を正とし、参考数量書のH寸法は修正と考え
てよろしいでしょうか。

貴見のとおり。



質疑事項 回答番号 図面番号等

２５
A-084,116

参考数量書p32

SD-23について
　ｱ) 参考数量書はH1200ですが、展開図・建具表はH2100で
す。展開図･建具表を正とし、H2100と考えてよろしいでしょう
か。
　ｲ) ｱ)が正の場合、参考数量書の摘要は「850*2100」に修正
と考えてよろしいでしょうか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 貴見のとおり。

２６
A-117

参考数量書p33

LSD-8,8aについて
　ｱ) 参考数量書はW950ですが、建具表はW850です。建具表を
正とし、W850と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正の場合、参考数量書の摘要は「850*2100」に修正
と考えてよろしいでしょうか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 貴見のとおり。

２３
A-116

参考数量書p31

SD-5について
　ｱ) 参考数量書は「2490*2000　6ヶ所」ですが、建具表は1階
のみH1995、2～6FはH2715です。建具表を正とし、「2490*1995
1ヶ所」、「2490*2715　5ヶ所」と考えてよろしいでしょう
か。
　ｲ) ｱ)が正の場合、参考数量書に「SD-5　2490*1995　1ヶ
所」の項目追加し、既項目SD-5の摘要を「2490*2000　6ヶ所」
を「2490*2612　5ヶ所」に修正と考えてよろしいでしょうか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 参考数量書のSD-5の摘要は、「2490×1995 1ヶ所」、「2490×2612
5ヶ所」とします。

２４

A-
078,085,087,093,1

00,108,116
参考数量書p32

SD-19,19aについて
　ｱ) 参考数量書はH2775ですが、展開図･建具表はH2475です。
展開図･建具表を正とし、H2475と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正の場合、参考数量書の摘要は「1565*2475」に修正
と考えてよろしいでしょうか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 貴見のとおり。

２７
A-080,117

参考数量書p34

LSD-12について
　ｱ) 参考数量書はW1115ですが、展開図･建具表はW2655です。
展開図･建具表を正とし、W2655と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正の場合、参考数量書の摘要は「2655*2100」に修正
と考えてよろしいでしょうか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 貴見のとおり。

２８
A-065,118

参考数量書p34

LSD-20について
　ｱ) 参考数量書はW900ですが、平面図詳細図･建具表はW1200
です。平面図詳細図･建具表を正とし、W1200と考えてよろしい
でしょうか。
　ｲ) ｱ)が正の場合、参考数量書の摘要は「1200*2100」に修正
と考えてよろしいでしょうか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 貴見のとおり。



質疑事項 回答番号 図面番号等

２９ A-019
内部仕上表 5階 授乳室 備考に「乳児椅子」とありますが、授
乳ｿﾌｧを示すと考えてよろしいでしょうか。異なる場合は仕様
をご指示ください。

貴見のとおり。

３０
A-009,054～065
参考数量書p41

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ(平面設置ﾀｲﾌﾟ)について、特記仕様書は1Fﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
WC1,2、2～6FﾊﾞﾘｱﾌﾘｰWCに8ヶ所設置と記載がありますが、参考
数量書･平面詳細図は7ヶ所です。参考数量書･平面詳細図を正
とし、7ヶ所と考えてよろしいでしょうか。

貴見のとおり。

３３
A-154,157

参考数量書p43

19.誘導ｻｲﾝについて、ｻｲﾝ詳細図では数量34となっています
が、ｷｰﾌﾟﾗﾝは5,6階の各1ヶ所の計2ヶ所、参考数量書も2ヶ所で
す。ｷｰﾌﾟﾗﾝ･参考数量書を正とし、2ヶ所と考えてよろしいで
しょうか。

貴見のとおり。

３４
A-154,157

参考数量書p43

免震用表示板について
　ｱ) 参考数量書 摘要に「ｱﾙﾐ板t1.0」とありますが、ｻｲﾝ詳細
図は「ｱﾙﾐPL t2.0」です。ｻｲﾝ詳細図を正とし、t2.0と考えて
よろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正の場合、参考数量書 摘要は「ｱﾙﾐ板t2.0」に修正
と考えてよろしいでしょうか。

ｱ) 参考数量書 摘要のｱﾙﾐ板t1.0を正とします。
ｲ) －

３１
A-151,155,161,165
参考数量書p43,51

A.館名ｻｲﾝについて
　ｱ) ｷｰﾌﾟﾗﾝ・外構平面図より、「A.館名ｻｲﾝ」と「⑬施設名
称」の配置は重複しています。「A.館名ｻｲﾝ」は「⑬施設名
称」の庁舎名ｻｲﾝ部分と同一と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正の場合、ｻｲﾝ詳細図と外構詳細図でｻｲﾝの内容・寸
法等が異なります。ｻｲﾝ詳細図を正と考えてよろしいでしょう
か。
　ｳ) ｱ)ｲ)が正の場合、参考数量書p51「施設名称　W2100
H1300　1ヶ所」はｻｲﾝ(SUS箱文字)以外を計上すると考えてよろ
しいでしょうか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 貴見のとおり。
ｳ) 貴見のとおり。

３２
A-156

参考数量書p43

男子ﾄｲﾚﾋﾟｸﾄｻｲﾝについて
　ｱ) ｻｲﾝ詳細図は女子ﾄｲﾚﾋﾟｸﾄｻｲﾝと同仕様ですが、参考数量書
摘要の内容は女子ﾄｲﾚﾋﾟｸﾄｻｲﾝと異なります。ｻｲﾝ詳細図を正と
し、男子ﾄｲﾚﾋﾟｸﾄｻｲﾝは女子ﾄｲﾚﾋﾟｸﾄｻｲﾝと同仕様と考えてよろし
いでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正の場合、参考数量書 男子ﾄｲﾚﾋﾟｸﾄｻｲﾝ 摘要の内容
は「FTY特注 ﾋﾟｸﾄ:3Dﾋﾟｸﾄ 文字:UV印刷」に修正と考えてよろ
しいでしょうか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 貴見のとおり。



質疑事項 回答番号 図面番号等

４１ A-020,154

内部仕上表 6階 倉庫2 備考の室名札について
　ｱ) ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝでは倉庫2に室名札はありません。ｷｰﾌﾟﾗﾝを正
とし、室名札は不要と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正ではなく、室名札が必要な場合、室名札は1ヶ所と
考えてよろしいでしょうか。また、仕様が不明です。ご指示く
ださい。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) －

３７ A-017,153

内部仕上表 4階 遺族会執務室 備考の室名札について
　ｱ) ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝでは遺族会執務室に室名札はありません。ｷｰﾌﾟ
ﾗﾝを正とし、室名札は不要と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正ではなく、室名札が必要な場合、室名札は1ヶ所と
考えてよろしいでしょうか。また、仕様が不明です。ご指示く
ださい。

ｱ) 必要です。
ｲ) 薬剤師会の廊下側に設置する⑮を遺族会執務室の廊下側に設置する
こととします。

３８ A-017,153

内部仕上表 4階 歯科衛生士会 半個室 備考の室名札について
　ｱ) ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝでは歯科衛生士会 半個室に室名札はありませ
ん。ｷｰﾌﾟﾗﾝを正とし、室名札は不要と考えてよろしいでしょう
か。
　ｲ) ｱ)が正ではなく、室名札が必要な場合、室名札は1ヶ所と
考えてよろしいでしょうか。また、仕様が不明です。ご指示く
ださい。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) －

３５ A-015,152

内部仕上表 2階 ｼｬﾜｰ室1,2通路 備考にﾋﾟｸﾄｻｲﾝとありますが、
ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝのｼｬﾜｰ室1,2周辺にﾋﾟｸﾄｻｲﾝはありません。⑭平付型
室名ｻｲﾝ2を示しているのでしょうか。ﾋﾟｸﾄｻｲﾝが別で必要な場
合、仕様と数量をご指示ください。

廊下設置の⑭平付型室名サイン２を示しています。
ピクトサインは別途不要です。

３６ A-016,153
内部仕上表 3階 交流･打合せｽﾍﾟｰｽ1,2 備考に室名札とありま
すが、ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝに室名札はありません。ｷｰﾌﾟﾗﾝを正とし、室
名札は不要と考えてよろしいでしょうか。

貴見のとおり。

３９ A-018,153
内部仕上表 4階 交流･打合せｽﾍﾟｰｽ1 備考に室名札と記載があ
りますが、ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝに室名札はありません。ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と
し、不要と考えてよろしいでしょうか。

貴見のとおり。

４０ A-018,154
内部仕上表 5階 交流･打合せｽﾍﾟｰｽ2 備考に室名札と記載があ
りますが、ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝに室名札はありません。ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と
し、不要と考えてよろしいでしょうか。

貴見のとおり。
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内部仕上表 1～6階 湯沸室、5階 給茶室、6階 更衣室 備考に
「ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ」とありますが、ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝでは「13.平付型室名ｻｲﾝ
1」を設置の指示です。ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝを正とし、「13.平付型室名ｻ
ｲﾝ1」を設置でﾋﾟｸﾄｻｲﾝは不要と考えてよろしいでしょうか。

貴見のとおり。４２
A-014～020,152～

154

４４
A-014,018,019,030

～035
参考数量書p28,42

消火器及び収納ﾎﾞｯｸｽについて、内部仕上表 下記室名 備考に
「ABC型消火器、収納ﾎﾞｯｸｽ」とありますが、平面図に図示があ
りません。平面図及び参考数量書を正とし、下記室名には消火
器、収納ﾎﾞｯｸｽは不要と考えてよろしいでしょうか。
　1階 ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ/総合ﾌﾛｱ
　1階 事務室/印刷室
　5階 歯科医師会執務室
　5階 役員室
　6階 医師会執務室

貴見のとおり。

４５
A-171

参考数量書p53

植栽 ﾔﾏﾂﾊﾞｷについて、参考数量書及び植栽ﾘｽﾄは7本ですが、
植栽配置図は6本です。
　ｱ) ﾔﾏﾂﾊﾞｷの数量は6本に修正と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正でない場合、植栽配置図でﾔﾏﾂﾊﾞｷに読み替える箇
所がありましたらご指示ください。

ｱ) ﾔﾏﾂﾊﾞｷの数量は７本を正とします。
ｲ) 西側道路沿い植樹「（ハ）」を「（ヤ）」とします。

４３
A-014,017,019,152

～154

内部仕上表 1,3,5階 授乳室、1階 ﾍﾞﾋﾞｰﾙｰﾑ 備考に「ﾋﾟｸﾄｻｲ
ﾝ」とありますが、ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝでは「14.平付型室名ｻｲﾝ2」を設
置の指示です。ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝを正とし、「14.平付型室名ｻｲﾝ2」を
設置でﾋﾟｸﾄｻｲﾝは不要と考えてよろしいでしょうか。

ｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝ⑭のサインタイプは.「平付型室名ｻｲﾝ2」とし、表示内容をピ
クトグラム表示とします。

４６
A-171

参考数量書p53

植栽 ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞについて、参考数量書及び植栽ﾘｽﾄの5本が正と思
われますが、植栽配置図 建物南西部に低木と同じ大きさの図
示でｲﾛﾊﾓﾐｼﾞを示す「(ｲ)」があります。
　ｱ) 低木図示の「(ｲ)」は他の低木に読み替えるのでしょう
か。
　ｲ) ｱ)が正でない場合、ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞは6本に修正と考えてよろし
いでしょうか。

ｱ) 西側低木植樹帯「（イ）」を「〇ハ」とします。
ｲ) －
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４８
A-171

参考数量書p53

植栽配置図 建物北側「○ｲ×8」について、ﾘｽﾄに該当するもの
がありません。ﾊｸﾁｮｳｹﾞ･ｵｶﾒﾅﾝﾃﾝ･「○ｲ」について数量等をご
指示ください。
　ｱ) 植栽 ﾊｸﾁｮｳｹﾞ(符号:○ﾊ)は、ﾘｽﾄ等は14本ですが配置図は
6本で8本不足しています。「○ﾊ×8」に読み替えるのでしょう
か。
　ｲ) ｱ)が正でない場合、数量は6本に修正と考えてよろしいで
しょうか。
　ｳ) ｱ)ｲ)が正でない場合、植栽ﾘｽﾄ 低木「○ｵ：ｵｶﾒﾅﾝﾃﾝ」は8
本とあり、参考数量書にも項目がありますが植栽配置図に記載
はありません。「○ｵ×8」に読み替えるのでしょうか。
　ｴ) ｱ)ｲ)が正の場合、ｵｶﾒﾅﾝﾃﾝは不要でよろしいでしょうか。
それとも数量は見込んでおくのでしょうか。

ｱ) 建物西側低木植栽帯の(ｲ)を「〇ハ」とし、東側道路沿い植樹帯に７
本追加で配置し、建物北側の３本、車寄せ北側の３本の計１４本を正と
します。
ｲ) －
ｳ) 建物北側の「〇ｲ×8」を「〇ｵ×8」とします。
ｴ) －

４９ A-171
植栽配置図 建物西側 敷地境界沿い 南から3本目に「(ﾊ)」と
ありますが、植栽ﾘｽﾄに該当するものがありません。何を示さ
れているのでしょうか。ご指示ください。

「（ハ）」は「（ヤ）」とします。

４７
A-171

参考数量書p53

植栽 ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞについて、参考数量書及び植栽ﾘｽﾄは4本です
が、植栽配置図はﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞを示す「○ﾂ」はありません。
　ｱ) 植栽配置図に記載はありませんが4本見込むと考えてよろ
しいでしょうか。
　ｲ) ｱ)が正の場合、どこかを読み替えるのでしょうか。
　ｳ) ｱ)ｲ)が正でない場合、ﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞは不要でよろしいでしょ
うか。

ｱ) 貴見のとおり。
ｲ) 東側道路歩道沿いの植樹帯にﾋﾗﾄﾞﾂﾂｼﾞ4本配置することとします。
ｳ) －

５２
A-171

参考数量書p54

参考数量書及び植栽ﾘｽﾄ 密植･ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｶﾊﾞｰ類に「① ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ･
ﾊｸﾁｮｳｹﾞ･ｶﾞｸｱｼﾞｻｲ 面積20.0㎡」とありますが、植栽配置図は
「①10.0㎡」と記載されています。どちらを正とすればよろし
いでしょうか。

参考数量書及び植栽ﾘｽﾄ 密植･ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｶﾊﾞｰ類を②とし、「②ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ･ﾊ
ｸﾁｮｳｹﾞ･ｶﾞｸｱｼﾞｻｲ 面積20.0㎡」を正とします。
また、植栽配置図①は「サツキツツジ面積4.0㎡」を正とします。
なお、質疑番号45番から52番については、別添A-171植栽配置図・植栽
リスト（20250626）のとおりとします。

５０ A-171

植栽配置図 車寄せ北側に「○ﾊ×3、○ﾋ×3」とありますが、
低木の図示は7つあります。1本不足しているように思います
が、該当箇所はﾊｸﾁｮｳｹﾞ 3本・ﾋｻｶｷ 3本と考えてよろしいで
しょうか。1本追加の場合は樹種をご指示ください。

ﾊｸﾁｮｳｹﾞ 3本・ﾋｻｶｷ 3本とします。

５１ A-171
植栽配置図 車寄せ北側 建物寄りに樹種不明の図示が1本(「○
ﾎ」と同程度)あります。樹種等をご指示ください。

植栽リスト数量を正とし、ご指摘の中高木は無しとします。


